ち 消し 難い 事実で ある。 (天下に 作家 仲間の 友人 程、 

手厳しい 鑑賞 家が 見出 される であろう か？) この 事実 

の存 する 限り、 如何に 割引き を 加えて 見ても、 菊 池の 

力量 は 争われない。 菊 池 は Parnassus に 住む 神々 で 

はない かも 知れぬ。 が、 その 力量 は 風貌と 共に 宛然 

力 elion に 住む 巨人の ものである。 

が、 容赦の ない リアリズム を 用い 尽 した 後、 菊 池 は 

人間の 心の 何処に、 新 道徳の 礎 を 築き上げ るので あろ 

う？ 美 は 既に 捨てて しまった。 しかし 真と 善との 峰 

は、 まだ 雪 を かぶった 儘 深 谷 を 隔てて いるか も 知れぬ。 

かんけん 

菊 池の 前途 もこの 意味で は 艱険に 富んで いそうで ある。 
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